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大会概要

大会名称 第18回日本デュアスロン選手権（2021/東京・台場）

開催日 2021年12月26日（日）

競技会場 東京都港区台場 臨海副都心デュアスロン特設会場

主 催 公益社団法人日本トライアスロン連合（JTU）、東京新聞・東京中日スポーツ

主 管 日本トライアスロン選手権（東京/台場）実行委員会

競技主管 一般社団法人東京都トライアスロン連合（TMTU）

放 送
YouTube配信 女子：8時20分～9時30分、男子：10時～11時10分
(再生回数：11,421回 ※1/24現在)

競技距離 第1ラン＝5km（4周回）、バイク=約20km（4周回）、第２ラン=2.5km（2周回）

出場資格

1）JTU登録選手（開催年※1）で16歳以上（開催年12月31日現在）であること。
2）日本国籍を有していること。詳細はワールドトライアスロン諸規程によるものとする。
本大会に係わる該当箇所は、国籍の変更手続き中の場合、変更先の国を国籍とみなすことが
できること。

定員 男子76名、女子27名 【総勢103名】
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コロナ対策

■コロナ対策共通事項の徹底(全選手・大会関係者対象)

共通事項

・「感染しない、させない」ための行動を厳守する

【具体的な行動】

・ソーシャルディスタンスの確保/マスクの着用/手洗い・手指消毒の徹底
・無観客での開催/体調管理チェックシートの記入/PCR検査陰性証明書の提出
・会場内はゾーニングを実施/移動の際も感染防止に努める
・行動管理のため事前ヒアリング実施
・開催地域の感染状況や開催自治体から要請があった場合は開催可否
について変更することがある

大会前

・PCR検査の実施（選手、選手に関わる大会スタッフ）
・現地入り2週間前から体温/健康管理/行動記録チェックシートの記入
・COCOAのダウンロードおよび、初期設定の推奨

大会期間中

・体温/健康管理/行動記録チェックシートの記入
■当日来場を控えていただく場合
1.過去2週間以内に同居家族や身近な知人に感染者がいる場合
2.大会4日前から当日までの3日間に1日でも体温37.5℃以上がある場合
3.大会4日前から当日までの3日間に下記、症状がある場合
・咳または痰がある、喉に痛みがある／・息苦しさがある／
・強いだるさを感じる／・臭覚や味覚に異常を感じるがある

・大会終了後２週間は体調管理を行い不調の場合は報告する

大会終了後
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コロナ対策

PCR検査の考え方

【選手】PCR検査実施概要

検査実施の範囲・期日

・出場選手：103名
※陰性確認後来場可能
・検査期日：大会週(12月20日~25日)の検査が有効

費用負担 ・参加選手：自己負担

検査方法＆費用

〈選手・JTUスタッフ＆TO＆メディカル〉
・検査機関：木下グループ
（https://covid-kensa.com/#place）
・来店検査：1900~2300円
・郵送検査：2300円（郵送400円、返送360円に関わる費用が
必要）
※来店検査、郵送検査のどちらかで実施
※費用、手配は、選手個人負担となります。

検査手配 ・各選手：上記URLより各自で申込・支払い

結果の報告
(各自で実施)

【結果の報告】
・12月25日23:59までに大会下記URL指定のフォームへ『陰性結果
メール受取り画面（IMG形式 or PDF形式データ）を提出』
＊大会指定フォーム（選手）：
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSeI_YGR9
p2WOkYbUlgT1-
qNGElt43yLLwgQxWm4W5dFhw5RBA/viewform
＊新型コロナウィルス感染症対策に関わる以下のヒアリングも実施。
・氏名・所属・メールアドレス・電話番号
・大会会場への行程・往路/復路・移動方法
・大会前滞在場所・PCR検査結果
■スケジュール
【郵送検査の場合】
～12月20日まで 検査キットの購入＆受取

12月20日～23日 検体採取＆返送
12月21日～25日 検査結果受取り＆フォームで報告

【来店検査の場合】
～12月25日まで 来店検査＆結果受取り、フォームで報告

PCR検査陰性者の判別方法

■選手 ：レースウェア
■スタッフ：リストバンド

PCR検査キッド

検査結果

12月20日： 2名 陰性
12月21日： 10名 陰性
12月22日： 19名 陰性
12月23日： 12名 陰性
12月24日： 15名 陰性
12月25日： 27名 陰性
12月26日： 13名 陰性

課題・改善策

• 今選手権では、初めて選手側で手配および費用負担でPCR検査を実
施した。

• 期間内に指定検査の手配が完了できなかった選手が1名いたが、別検
査機関で対応いただいた。

• 検査先の指定は、今後の感染状況によっては難しい場合もあると思う
ので、複数もしくは指定しないで行うという柔軟な対応も今後は検討し
たほうが良い。

• 結果報告を大会指定フォームから行ったが、10％程度（10名程度）
は報告ができず現地確認となった。報告方法もメールで受け付けるなど
柔軟な対応を検討する。

出場選手103名

https://covid-kensa.com/#place
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSeI_YGR9p2WOkYbUlgT1-qNGElt43yLLwgQxWm4W5dFhw5RBA/viewform
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コロナ対策

PCR検査の考え方

【大会スタッフ】PCR検査実施概要

検査実施の範囲・期日

・選手と濃厚接触が想定されるスタッフ
※陰性確認後来場可能
・検査期日：12月14日~20日

検査対象者

・合計56名
・メディカル（医師・看護師):6名
・TO：21名（TD1名、HR1、受付9名、フィニッシュ7名、トラブル対応

1名、ユーティリティ2名）
・ボランティア：5名
・メディア対応スタッフ：1名
・主要スタッフ：10名
・Officialカメラ：1名
・予備 : 12名

検査機関
・検査機関：木下グループ
（https://covid-kensa.com/#place）

検査手配 ・検査キットの発注＆受取(JTU→木下G)

結果の報告

＊大会指定フォーム（大会スタッフ）
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSeI_YGR9p2
WOkYbUlgT1-
qNGElt43yLLwgQxWm4W5dFhw5RBA/viewform
＊当URLにて、新型コロナウィルス感染症対策に関わる以下のヒアリング
も実施。

・氏名・メールアドレス・電話番号・送り先住所・特記事項

■スケジュール
1) ～12月10日 検査キットの発注＆受取（JTU→木下G）
2) 12月6日～13日 検査対象者のヒアリングを実施（JTU）
3) 12月14日～ 対象者へ発送（JTU→各対象者）

・発送対象者：メディカル、TO、ボランティア、カメラ、JTUスタッフ
一部

4)12月20日～ 検体採取・検体発送・検査結果受取（各対象者）

健康・行動管理シート

日本デュアスロン選手権（2021/東京・台場） ｜ 体温・健康管理・行動記録シート

所属先

氏名

連絡先TEL

連絡先Email

主な活動場所 ＊
わかる範囲で記入

1 体温・健康管理【活動開始２週間前～】

●所定の用紙に記入 ※自己管理を行う

★有事の際、所管保健所に報告する重要な内容となります。必ず、正確
に把握してください。

1日目 2日目 3日目 4日目 5日目 6日目 7日目 8日目 9日目 10日目 11日目 12日目 13日目 現場入り日

月 日 月 日 月 日 月 日 月 日 月 日 月 日 月 日 月 日 月 日 月 日 月 日 月 日 月 日

体温（℃） ℃ ℃ ℃ ℃ ℃ ℃ ℃ ℃ ℃ ℃ ℃ ℃ ℃ ℃

体調（５段階評価：５良い〜１悪い）

■ 本日の体調で気になることがあれば、該当項目にチェックしてください（複数回答可）

以下のいずれも該当なし □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □

咳や喉に痛みがある □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □

臭覚や味覚に異常を感じる □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □

胸が痛い・息苦しい □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □

普段と比べて血圧が高い □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □

動悸や息切れがする □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □

頭痛やめまいがする □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □

顔や足にむくみがある □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □

下痢や激しい腹痛がある □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □

筋肉や関節に痛みや腫れがある □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □

疲れていて体がだるい □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □

睡眠不足 □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □

その他、普段とは体の調子が異なる □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □

■ 日常生活で気になることがあれば、該当項目にチェックしてください（複数回答可）

1．外出の際、マスクを忘れることがある □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □

2．頻回の手洗い、手指消毒を忘れることがある □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □

3．ソーシャルディスタンスを忘れてしまうことがある □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □

4．接触確認アプリ（COCOA)からアラートがきた □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □

5．同居家族や身近な知人に感染が疑われる方がいる □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □

6．入国制限がある国、地域へ渡航していた □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □

7．出張、遠征などで長距離の移動があった □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □

8．大人数（5名以上）での会食をした □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □

9．大人数のイベントへ参加した □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □

※上記の4～9に該当する場合、「誰」と「どこで」「何時から何時ま
で」にその状況があったか、必ず日誌やカレンダーに記録を残して
ください。有事の際にお伺いすることがあります。

・大会関係者、イベント参加者は、来場の14日前から体調管理チェックシートへ
記入の上で来場することとした。

検査結果

■PCR検査実施スタッフ（56名）
12月24日時点：全スタッフ陰性

■健康管理シート提出スタッフ【集約日12月26日（日）】
全スタッフ健康状態問題無し。

■大会終了2週間後
選手、大会スタッフ、健康状態問題無し。

対象大会スタッフ56名

https://covid-kensa.com/#place
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSeI_YGR9p2WOkYbUlgT1-qNGElt43yLLwgQxWm4W5dFhw5RBA/viewform
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コロナ対策

健康行動チェックについて

本大会出場選手は健康行動記録（来場14日前・12月12日から開始)をGoogleフォーム（アカウント）を用いて
入力した。

■体温チェック
期間：12月12日～25日
内容：35.5度以下～37.5度以上のチェック項目

■体調チェック
期間：12月12日～25日
内容：該当なし～13項目の体調状況チェック項目

■Google健康行動管理フォーム
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSeRV3MdxOJqWj74ScRtQTg8amZsMG7GHy87QUCfFfTMMRDAuA/viewform?edit2=2_ABaOnudc4pHEYQUNXOQY1s9ptmf6NBphtWPUOGElAbhrL7pM2CRzpXLCPxlnI6emIw

チェック項目

実施意図

課題・改善策

• 今後、健康行動チェックが他大会でも必要になって
くることが想定されるため、大会側自らでフォームを
作成し管理することを導入した。

• 大会側で準備＆管理することでコストの削減も期
待できる。

• 今回の導入事例を他大会への参考とするため。

• 一定数はオンライン管理に対応できない選手も想
定していたが、結果は全選手対応できていた。

• 上記の通り、最終的には全選手対応できていたが、
直前に４～5回程度のリマインド案内が必要だった。

• 定期的にどうリマインドしていくかは今後の課題。
• 個人情報管理を徹底するという前提ありきだが、各
担当と状況共有が容易にできるため非常に便利
だった。

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSeRV3MdxOJqWj74ScRtQTg8amZsMG7GHy87QUCfFfTMMRDAuA/viewform?edit2=2_ABaOnudc4pHEYQUNXOQY1s9ptmf6NBphtWPUOGElAbhrL7pM2CRzpXLCPxlnI6emIw
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コロナ対策【サイン設置箇所】

■東京国際クルーズターミナル第2駐車場■F1-S 大会関係者エリア

サイン掲出
（ソーシャルディスタンス・マスク着用・消毒）

消毒・検温 消毒・検温サイン掲出（適宜検温・喚気） サイン掲出（適宜検温・喚気）

サイン掲出（適宜検温・喚気） サイン掲出（適宜検温・喚気） トイレ使用後手洗いの徹底サイン掲出
（ソーシャルディスタンス・マスク着用・消毒）

サイン掲出
（ソーシャルディスタンス・マスク着用・消毒）



各エリア・関係者の感染対策報告
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■競技説明会
・感染予防の観点より前日受付の実施なし。
・ID、ヘルメット・バイク用ステッカー、
大会バッグは各選手に事前郵送。
・競技説明会は前日にオンラインで実施。
【 ZOOＭ参加選手７４名】

前日競技説明会WEBキャプチャー 前日競技説明会WEBキャプチャー

前日競技説明会WEBキャプチャー 事前配布物（ID・バッグ・レースNoステッカー）

競技説明会は大会前日(12月25日15:30～)にオンライン(ZOOM)にて実施選手/関係者

記録写真【競技説明会】

コロナ対策
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競技説明会は大会前日(12月25日15:30～)にオンライン(ZOOM)にて実施選手/TO

記録写真【スタートエリア】

■選手待機場所：駐車場内
・選手マスク着用、TOマスク、グローブ着用
・選手に自身の荷物（服）を入れるナンバリング
された袋を配布。
・アナウンスされた選手は、マスク専用ゴミ箱にマスク
を破棄しスタートラインへ移動

■スタートライン：公道
・TOが選手の荷物が入った袋を回収し、
アスリートラウンジへ荷物を移動。
・袋は、レースNo順に陳列し選手自身で回収する
運用にした。

選手整列・荷物入れ袋の配布

蓋付きゴミ箱へ破棄マスク専用蓋付きゴミ箱の設置

選手荷物袋運搬選手荷物入り袋回収 選手備品をASテントへ搬入

■TO
・選出と接するTOはPCR検査を実施し実施済み
の方は紫のリストバンドを着用する取り決めだった
か、荷物の袋を回収するTOでリストバンドを着用
している様子が見受けられなかった。
PCR検査を実施していない方が対応している恐
れもある為、ルールは徹底する必要がある。
・PCR検査実施ずみの目印を分かりやすくする必
要がある

コロナ対策

課題・改善策
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アスリートラウンジはリカバリーラウンジ兼務として使用した。選手

■ラウンジ内
・椅子の間隔を1.1mで設置し、テント内の人数
を1張り12名と制限した。
・サイン掲出「適宜、消毒、換気」「手洗いの徹底」
を掲出し抑止力を強めた。

■選手
・ユニフォームとバイクチェックは事前に申請フォーム
（オンライン）で実施し当日の混雑を解消した。
オンライン確認が取れない選手は、当日確認。
※申請フォームの詳細は次ページにて記載。
・当日配布のアンクルバンド、荷物入れ袋は選手
自身で受取る。

■TO
・マスク、グローブ着用を徹底。
・当日配布備品の陳列。
・配布物を扱う前後は手指消毒を実施とゴム手袋
の着用を行い、他のものに触らない。

■TO
・テントの定員人数を今回は表示しなかったが、抑
止力の為にも表示があった方が良いと思えた。

記録写真【アスリートラウンジ・リカバリーラウンジ】

アスリートラウンジ内

当日配布物（アンクルバンド・袋） サイン掲出（適宜検温・喚気・後手洗いの徹底）

レジストレーション

コロナ対策

課題・改善策
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申請フォーム

課題・改善策

レース当日のレジストレーションによる混雑を避けるため、事前の申請フォームを運用した。
12月20日（月）23時59分までに指定申告フォームに必要情報を入力し、申告フォームのURLは、アスリートガイドにて周知した。

■ユニフォーム・バイクチェック事前申告フォームURL：https://ws.formzu.net/fgen/S84957771/

ユニフォームチェック項目 バイクチェック内容

レジストレーション事前申告フォーム

• 今申請方法は、コロナ禍（2020年以降）でのエリートレース運営の際に導入を開始しているが、事前に技術＆審判チームが確認し
準備ができるので非常に有効な手段である。

• 大きな課題としては、期日までに申請がない選手が複数発生すること。今回は、教育的観点から期日過ぎでの申請も可としたが、国
際レースなどではペナルティの対象となリ兼ねない事象のため、今後は期日を守らない場合の対処方法を事前に明確に選手へ案内し
対応していくことが重要。

https://ws.formzu.net/fgen/S84957771/
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TO

■TO
・TOはマスク、グローブを着用して対応
・消毒液を設置し都度消毒を実施

■エイドステーション
・ゴミ箱をエイドステーション1か所につき2か所設置
し飛沫防止の観点で、無駄なゴミ拾いを行わない
ようにした。
・ゴミを拾う際は、手袋の着用を徹底し観戦者が拾
わないよう都度拾うようにした。

■TO
・デュアスロンの為か給水を使用する選手が少な
かった。
・ゴミ箱の間隔を多めに設けて入れやすい環境を整
えられると思われる。

記録写真【エイドステーション・モーターバイク・ランバイク】

消毒対応の徹底TOマスク・グローブ着用

エイドステーション ゴミ回収

ゴミ箱設置

各ライダーTOマスク着用 電子ホイッスル

■バイク(ライダー)
・ライダーヘルメットの形状に応じたマスク等の利用。
・バイク周回カット時には大声を出さずにカード、電子
ホイッスルでの指示を徹底。
・使用した用具は共有しない。

■ラン(ライダー)
・基本はマスクを着用し、苦しくなったら各自で調整。

コロナ対策

課題・改善策
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選手

■選手：
・フィニッシュ後は、マスクを着用
・ペットボトルは選手自身で受取る
・アンクルバンドは、選手自身で外し指定のボックス
に入れる

■TO
・マスク、グローブ着用を徹底。
・フィニッシュ後の飲料を陳列し、選手自身で受け
取らせるようにした
・マスクを選手へ配布
・アンクルバンドに触ることなく、専用BOXを使用し
回収した。

■選手
・フィニッシュ後に選手同士で抱擁などボディタッチが
多く見受けられた。
選手同士が密になり会話する姿も垣間見れた為、
どこまで規制を行うか議論が必要

記録写真【フィニッシュエリア】

選手自身で取るフィニッシュ後給水の陳列 マスク配布

アンクルバンド回収

マスク着用 アンクルバンド選手で外すマスク配布

コロナ対策

課題・改善策
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記録写真【公道警備】

観戦自粛の告知

コロナ対策

【凡例】

・・・コロナ対策警備員巡回エリア

手持ち両面プラカード、掲出サイン内容

・コロナ対策警備員2名1組4チーム 計8名。
・録音式トラメガを使用しマスク着用、ソーシャルディスタンスの確保、応援の自粛を注意喚起した。
・録音は前日に女性スタッフの声で入力した。
※トラメガコメント
「日本トライアスロン連合からご協力のお願いです。マスクの着用、ソーシャルディスタンスの確保応
援は声を出さず拍手でおくりましょう感染防止対策にご協力をお願いいたします。」

コロナ対策警備員は2名1組4チームの計8名が巡回

①コロナ対策警備員(台場駅周辺)

1

2

②コロナ対策警備員(F1-S周辺)

プラカード掲出サイン 録音式トラメガ
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記録写真【施工業務】

施工スタッフ

コロナ対策

■各テント
・アスリートラウンジやメディカルのテントは横幕を設置
したが、上下、左右の幕に隙間を設けて換気を
保たせた。それ以外のテント（F1-Sエリア含む）は
横幕を設けず、換気を保った。

■施工スタッフ
・マスク着用の徹底。
・スタッフ同士を密にさせない為、5つのチームに
担当分けしてチーム毎でも作業工程を分
けて作業を実施した。
・各所のコロナ対策備品配布

外回りチーム

テント・備品チーム

ブランディングチーム

マスクの着用

課題・改善策

■施工スタッフ
・テント内の机や椅子、バイクラック等の備品の
消毒が使用前後に行われていなかった。
スタッフ数の人数に限りがあった為、人が触れる
ものはこまめに消毒が必要かの議論が今後に
向けて行う必要がる。

ストックチーム

トランジションチーム コロナ対策備品配布
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選手/MC

コロナ対策

■MCブース
・MCは常にマスクの着用を行った。
・テントは横幕を設置せず十分な換気状態を保ち
着席時はソーシャルディスタンスを確保した。
・感染防止に関するアナウンスを適宜実施した。
・ブース内にアルコールを設置し、適宜手指消毒を行った。

記録写真【MC・表彰関連】

■表彰関連
・選手のソーシャルディスタンス、マスクの着用を義務
付けた。
※フォトセッション時のみマスクを外した。
・贈呈品の受け取りはトレイから選手自身が受け取
る方法を採用。
・フォトセッションでは、関係者の人数を最小限で実施。

MCブース 表彰式待機時マスクの着用

表彰式マスクの着用

フォトセッション贈呈品各自受取

MCブース消毒

表彰式待機時マスクの着用 贈呈品各自受取

課題・改善策

■表彰関連
・表彰式時、メディアの方々はマスク着用は徹底されて
いたが、撮影エリアが狭かったこともあり、記者間で適切
なソーシャルディスタンスを確保できていなかった。
場ミリやMCからのお声がけが必要。

【男女：表彰式11時10分～20分】
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記録写真【メディア対応】

メディア対応

コロナ対策

・記者説明会は大会前日(12月25日14:30～15:00)にオンライン(ZOOM)にて実施

■来場前
・記者説明会をオンラインで当日実施。
・感染予防の観点より取材人数の制限。
・来場前72時間以内にPCR検査を受診し陰性を確認。
・大会2週間前からの健康行動チェックシートを提出。

■大会開催時
・F1-S入口にて検温・消毒の実施。
・受付テントでは、横幕を設置せず換気を徹底した。
テントはメディアの荷物置きとしても運用した。
・ミックスゾーンでは、選手との距離を保ちマスク着用を
義務付けた。

■フィニッシュ後インタビュー
・男女毎フィニッシュ後に実施した。
・インタビュアーはマスクとフェイスガードを着用
・選手と取材人との距離を保って対応した

フィニッシュ後インタビュー マスクの着用

メディア(ビブス着用)

F1-S入口 消毒・検温WEB記者説明会WEB記者説明会キャプチャー

メディア受付 フィニッシュ後インタビュー

課題・改善策

■フィニッシュ後インタビュー
・フィニッシュ後インタビューでは選手とメディア間では、
ソーシャルディスタンスが保たれていたが、明確な距離
までは設定していなかった。
メディア同士が密になっている場面もあった。
距離感を確保する為の場ミリ対応などの対策を
今後に向けて検討する。

■大会開催時
・メディアは良いポジションでの撮影を狙うため、一般
観客との距離が終始近く、ソーシャルディスタンスが
保てられない状況が生じた。撮影エリアの場ミリどを
設けることも検討。



20

記録写真【メディカル対応】

メディカルテント/緊急車両

コロナ対策

■メディカルテント
・テント横幕の上下に隙間を作り喚気を保った。
・選手間同士の飛沫防止の為、ベットの間に敷居を設置
・ゴム手袋の着用や適宜手指消毒の実施。
・密を避けたベットや椅子の配置。

■臨時救護所
・発熱者が出た場合のみ組み立て式の簡易テントを用
意し対応できる環境を整えた。スタッフは常備しない。

■緊急車両
・ドライバーは基本的な感染対策とPCR検査も実施した。

換気（テント上部） 飛沫防止

テント内レイアウト 緊急車両

負傷選手対応（ゴム手袋の着用）傷病者用ベッド

換気（テント下部）

メディカルテント：競技中の負傷者、具合の悪い方を診察する場所として運用
臨時救護所：新型コロナウイルス感染の疑いのある方を一時的に診察、収容する場所として運用
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記録写真【一般観客対応】

観戦自粛の告知

コロナ対策

■JTU公式YouTube配信
・YouTubeにてライブ配信を行い、一般化客には観戦
自粛お よび、YouTubeでの視聴観戦を推奨した。
・視聴回数：11,421回再生(1/24時点)

■一般観客
・競技中、競技前後は選手及び大会関係者以外
の会場内立ち入りは不可とした。

JTU公式YouTube配信

コロナ対策サインコロナ対策警備員JTU公式YouTube配信

課題・改善策

■一般観客
・選手の知人やコーチ等が路上で観戦していたが、
声を出しての応援、距離感が保たれていない状況
が散見された。
警備員によるトラメガ対策の数を増やすなどの対策
が必要。

●レース開始時間
・女子8:30~9:30 競技 ・男子10:10~11:10 競技
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観戦自粛の告知 【広報関係】 ：感染対策広報箇所

大会ホームページ Facebook広報スケジュール

記録写真【一般観客対応】

日程 内容

12月26日 ■Facebook
YouTubeにてレースの模様のライブ配信を告知
（リマインド配信）

12月24日
～26日

■大会開催告知・交通規制予告
当日の沿道での観戦・応援の自粛をお願い

12月22日 ■Facebook
無観客開催及びライブストリーミングでの応援を
周知

12月14日 ■Twitter
YouTubeにてレースの模様のライブ配信を告知

12月13日 ■横断幕・バス停・潮風公園
交通規制予告
当日の沿道での観戦・応援の自粛をお願い

12月8日 ■Twitter
キッズファンランイベント開催のお知らせと共に2
週間の体調管理記録の告知。

12月1日 ■公式ホームページ
無観客での開催、LIVE配信での感染を周知
■Instagram、Facebook
公式HPへの誘因促進の告知開始

YouTube LIVE配信 Twitter
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記録写真【一般観客対応】

予告看板/横断幕

※予告看板・横断幕にはコロナウイルス
感染防止のため下記、文言を併せて掲載し
一般の方への事前周知を行っております。

■予告看板 バス停・横断幕

■予告看板 潮風公園

※予告看板・横断幕にはコロナウイルス
感染防止のため下記、文言を併せて掲載し
一般の方への事前周知を行っております。

※予告看板・横断幕にはコロナウイルス
感染防止のため下記、文言を併せて掲載し
一般の方への事前周知を行っております。

【設置期間】横断幕・バス停・潮風公園・・・12月13日～26日
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記録写真【一般観客対応】

誘導看板/チラシ/中づり広告

※予告看板・横断幕にはコロナウイルス
感染防止のため下記、文言を併せて掲載し
一般の方への事前周知を行っております。

■誘導看板 前々日設置

表面 裏面

※予告看板・横断幕にはコロナウイルス
感染防止のため下記、文言を併せて掲載し
一般の方への事前周知を行っております。

■交通規制チラシ ■中吊り広告

【設置期間】交通規制予告・・・12月24日～26日
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普及イベント

コロナ対策コロナ対策サイン

JTU公式YouTube配信

大会終了後にトライアスロンのオリンピアンやエリート選手と共に行う、ランニングクリニックとファンラン普及イベントを開催しした。
【日時：2021年12月26日(日) 12時から13時30分】

普及イベントにおけるコロナ対策

申込フォーム

■ホームページ
申込フォームにコロナ感染防止対策を告知

■受付
・コロナ対策ラミの掲示
・会場入り口で検温、消毒の実施
・女子アスリートラウンジテントで受付を実施
・健康行動チェックシートの提出

■参加者/選手
・イベント開催中はマスク着用の徹底
・2週間前（12月12日～）の体調公道チェック
シートの記入

消毒・検温（会場入口）

マスク着用アナウンス受付（健康行動チェックシート提出）

イベント中もマスクを着用


